
議
会
広
報
常
任
委
員
会

　
例
年
、
３
月
議
会
は
補
正
予
算
や
当

初
予
算
、
４
月
か
ら
施
行
さ
れ
る
条
例

の
制
定
や
一
部
改
正
な
ど
で
提
出
さ
れ

る
議
案
の
多
い
議
会
で
す
。
総
務
教

育
、
産
業
建
設
厚
生
の
常
任
委
員
会
に

分
か
れ
て
審
査
を
行
い
、
全
41
議
案
に

つ
い
て
全
会
一
致
で
可
決
・
承
認
・
同

意
し
ま
し
た
。

　
３
月
議
会
終
了
後
、
議
員
と
し
て
黒

潮
町
合
併
20
周
年
記
念
式
典
や
田
ノ
口

小
学
校
休
校
記
念
式
典
に
出
席
し
ま
し

た
。
合
併
20
周
年
記
念
式
典
で
は
、
黒

潮
町
20
年
の
歩
み
を
記
し
た
Ｄ
Ｖ
Ｄ
上

映
や
、
町
政
発
展
に
功
績
の
あ
っ
た

方
々
に
感
謝
状
が
贈
ら
れ
、
佐
賀
中
学

校
の
生
徒
に
よ
る
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
田
ノ
口
小
学

校
の
休
校
記
念
式
典
で
は
、
３
名
の
卒

業
生
か
ら
休
校
に
対
し
て
の
思
い
が
述

べ
ら
れ
ま
し
た
。
私
も
３
年
前
に
同
様

の
式
典
に
携
わ
っ
た
一
人
と
し
て
、
休

校
は
寂
し
い
け
れ
ど
新
た
な
歴
史
の
ス

タ
ー
ト
で
あ
り
、
休
校
後
も
続
く
地
域

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
重
要
性
を
改
め
て

感
じ
た
こ
と
で
し
た
。
（
青
木
　
浩
明
） 

令和８年１月臨時会

令和８年３月定例会

議会だより議会だより No.No. 8080

■発行人　高知県黒潮町議会　　　　　　　　　■発行日　令和８年５月１日
■編　集　黒潮町議会広報常任委員会
■住　所　高知県幡多郡黒潮町入野 5893　TEL（0880）43-2111（代）・（0880）43-2831（直）

　去る２月10日、早期の延伸が望まれる高規格道路（窪川佐賀道路）の視察を行いまし

た。当日は役場まちづくり課と建設課の担当職員も参加し、中村河川国道事務所や工事

業者の方から説明を受けながら、黒潮拳ノ川ＩＣから黒潮佐賀ＩＣまでの事業中区間６.

２㎞を視察しました。

　国道56号線から離れた山間部での工事が多いため普段は進捗がわかりづらいですが、

工事は着実に進んでおり、一日も早い供用開始が望まれます。

町道を跨ぐ小黒川大橋（仮称） 黒潮拳ノ川IC付近

舗装前の不破原トンネル（仮称）内を走行 黒潮佐賀IC付近

ソフトボールの練習後に満開の桜を見る黒潮スポーツ少年団の子どもたち（休校中の伊与喜小学校）

２P２P
４P４P
５P５P
７P７P
１９P１９P
裏表紙裏表紙



1 月臨時会令和8年

3 月定例会令和8年

　
１
月
臨
時
会
は
、
１
月
19

日
に
開
催
し
ま
し
た
。

　
町
長
か
ら
補
正
予
算
２
件

が
提
案
さ
れ
、
慎
重
な
る
審

議
の
結
果
、
次
の
と
お
り
決

定
し
ま
し
た
。

　
３
月
定
例
会
は
、
３
月
６

日
か
ら
17
日
ま
で
の
12
日
間

開
催
し
ま
し
た
。

　
町
長
か
ら
は
６
日
の
開
会

日
に
条
例
の
改
廃
７
件
、
補

正
予
算
９
件
、
当
初
予
算
12

件
、
指
定
管
理
者
の
指
定
６

件
、
町
道
の
路
線
認
定
１
件
、

土
地
の
取
得
１
件
、
請
負
契

約
の
締
結
１
件
、
計
画
の
変

更
１
件
の
計
38
件
の
議
案
に

加
え
、
最
終
日
の
17
日
に
追

加
提
案
と
し
て
教
育
委
員
の

任
命
１
件
、
議
員
提
案
と
し

て
２
件
の
議
案
が
提
出
、
合

計
41
議
案
に
つ
い
て
慎
重
な

る
審
議
の
結
果
、
下
記
の
と

お
り
決
定
し
ま
し
た
。

議案

74

75

76

77

78

79

80

81

82

83

84

85

86

87

88

89

結果

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案承認

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

黒潮町一般職の職員の給与に関する条例及び黒潮町国民健康保険拳ノ

川診療所に勤務する医師の給与に関する条例の一部を改正する条例に

ついて

黒潮町国民健康保険税条例の一部を改正する条例について

黒潮町道路及び附属物占用並びに占用料徴収条例の一部を改正する条

例について

黒潮町営改良住宅の設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例

について

黒潮町漁業振興基金条例及び黒潮町漁業振興基金判定委員会設置条例

を廃止する条例について

黒潮町教育研究所設置条例の一部を改正する条例について

黒潮町地域子育て支援センター設置条例の一部を改正する条例につい

て

専決処分の承認を求めることについて（令和７年度黒潮町一般会計補

正予算）

令和７年度黒潮町一般会計補正予算について

令和７年度黒潮町宮川奨学資金特別会計補正予算について

令和７年度黒潮町給与等集中処理特別会計補正予算について

令和７年度黒潮町国民健康保険事業特別会計補正予算について

令和７年度黒潮町後期高齢者医療保険事業特別会計補正予算について

令和７年度黒潮町国民健康保険直診特別会計補正予算について

令和７年度黒潮町介護保険事業特別会計補正予算について

令和７年度黒潮町介護サービス事業特別会計補正予算について

件　　　名

議案

90

91

92

93

94

95

96

97

98

99

100

101

102

103

104

105

106

107

108

109

110

111

112

議員提

出議案

2

3

結果

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案同意

結果

原案可決

原案可決

令和８年度黒潮町一般会計予算について

令和８年度黒潮町宮川奨学資金特別会計予算について

令和８年度黒潮町給与等集中処理特別会計予算について

令和８年度黒潮町住宅新築資金等貸付事業特別会計予算について

令和８年度黒潮町国民健康保険事業特別会計予算について

令和８年度黒潮町後期高齢者医療保険事業特別会計予算について

令和８年度黒潮町国民健康保険直診特別会計予算について

令和８年度黒潮町介護保険事業特別会計予算について

令和８年度黒潮町介護サービス事業特別会計予算について

令和８年度黒潮町情報センター事業特別会計予算について

令和８年度黒潮町集落排水事業会計予算について

令和８年度黒潮町水道事業会計予算について

黒潮町特別養護老人ホーム「かしま荘」に係る指定管理者の指定につい

て

大方あかつき館、黒潮町立大方図書館及び黒潮町立佐賀図書館に係る

指定管理者の指定について

黒潮町林業総合センターに係る指定管理者の指定について

黒潮町立漁村センター及びホエールウォッチングセンターに係る指定

管理者の指定について

黒潮町立漁船漁業用作業保管施設に係る指定管理者の指定について

カツオのタタキづくり体験等交流施設に係る指定管理者の指定につい

て

町道の路線認定について

土地の取得について

浮津共同墓地公園造成工事の請負契約の締結について

黒潮町過疎地域持続的発展計画の策定について

教育委員会の委員の任命について

刑事訴訟法の再審規定の改正を求める意見書について

弁護人等と被疑者等とのオンラインによる外部交通の拡充とオンライ

ン接見の早期の法制化を求める意見書について

件　　　名

件　　　名

本会議の様子

議案

72

73

結果

原案

承認

原案

可決

専決処分の承認を求めることについて

（令和７年度黒潮町一般会計補正予算）

令和７年度黒潮町一般会計補正予算について

件　　　名

【お詫びと訂正】

前号（No.79号）の5ページ、澳本哲也議員の一般質問の写真の説明欄で、「上川口漁港」

とあるのは、「上川口港」の誤りでした。お詫びして訂正します。
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●
黒
潮
町
一
般
職
の
職
員
の

給
与
に
関
す
る
条
例
及
び
黒

潮
町
国
民
健
康
保
険
拳
ノ
川

診
療
所
に
勤
務
す
る
医
師
の

給
与
に
関
す
る
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例

●
黒
潮
町
国
民
健
康
保
険
税

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例

●
黒
潮
町
教
育
研
究
所
設
置

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例●
黒
潮
町
地
域
子
育
て
支
援

セ
ン
タ
ー
設
置
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例

●
専
決
処
分
の
承
認
を
求
め

る
こ
と
（
令
和
７
年
度
一
般

会
計
補
正
予
算
）

●
令
和
７
年
度
一
般
会
計
補

正
予
算

■
ふ
る
さ
と
納
税
基
金

　
　
　
　
　
　
４
億
13
万
円

■
小
学
校
ト
イ
レ
改
修

１
５
０
０
万
円

●
令
和
８
年
度
一
般
会
計
予

算■
ご
当
地
Ｐ
Ｒ
及
び
ふ
る
さ

と
納
税
支
援
業
務
委
託

５
３
５
０
万
円

■
地
域
お
こ
し
協
力
隊
企
業

委
託

３
７
５
０
万
円

●
大
方
あ
か
つ
き
館
、
黒
潮

町
立
大
方
図
書
館
及
び
黒
潮

町
立
佐
賀
図
書
館
に
係
る
指

定
管
理
者
の
指
定

大方あかつき館

　
一
般
会
計
予
算
の
総
額
は
１
１
２
億
９
千
万
円
、
対
前

年
度
比
３
％
、
３
億
５
千
万
円
の
減
額
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
他
の
会
計
と
重
複
す
る
給
与
等
集
中
処
理
特
別
会

計
を
除
い
た
10
の
特
別
会
計
を
加
え
た
純
合
計
は
1
4
5

億
8
1
1
3
万
円
で
、
２
・
９
％
、
４
億
3
7
8
4
万
円

の
減
額
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
減
額
の
主
な
要
因
は
、
普
通
建
設
事
業
な
ど
の
継
続
事

業
を
中
心
に
全
体
計
画
の
見
直
し
に
よ
る
単
年
度
支
出
を

抑
制
し
、
物
件
費
の
旅
費
や
消
耗
品
費
、
委
託
料
の
再
整

理
に
よ
る
も
の
で
す
。
し
か
し
、
７
年
連
続
で
１
０
０
億

円
を
超
え
る
大
型
予
算
と
な
り
、
将
来
へ
の
財
政
負
担
を

最
小
限
に
す
る
た
め
、
限
ら
れ
た
財
源
を
有
効
に
活
用
し
、

積
極
的
な
事
業
展
開
と
施
策
の
充
実
を
図
る
こ
と
と
、
慎

重
な
財
政
運
営
を
行
う
こ
と
の
バ
ラ
ン
ス
が
重
要
で
す
。

そ
の
た
め
、
実
効
性
の
高
い
政
策
は
継
承
し
な
が
ら
財
政

改
革
を
行
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。
将
来
世
代
へ
負
担
を
残

さ
な
い
た
め
に
も
、
町
と
議
会
が
知
恵
を
絞
り
、
行
政
サ
ー

ビ
ス
の
質
の
向
上
と
住
民
福
祉
の
増
進
に
向
け
た
対
策
に

努
め
ま
す
。

令和８年度　一般会計予算

行政サービスの質の向上と住民福祉の増進を！行政サービスの質の向上と住民福祉の増進を！

事業費用の財源不足を
補うための借入金
14億 5,300 万円

基金の取り崩しや
他会計からの収入
3億 7,076 万円

決まった目的に使うための費用の一部、
または全部を県から交付されるお金

7 億 3,647 万円

決まった目的に使うための
費用の一部、または全部を
国から交付されるお金
17 億 5,870 万円

ふるさと納税寄附金や
その他の収入

12億 1,967 万円

町が提供するサービスに
対する料金等
3億 1,267 万円

事業受益者からの負担金等
876 万円

国・県が徴収し町に
交付される税金
4億 2,627 万円

町民が納める税金
8億 3,371 万円

自治体運営の均衡を保つため、
国から地方へ配分されるお金

41億 7,000 万円

他の特別会計等に繰り出す費用
9億 275 万円

各種負担金や補助金等
23億 3,845 万円

消費的性質の費用
23億 588 万円

災害復旧事業にかかる
投資的経費
1,593 万円

その他の費用 3,339 万円

災害復旧事業費を除く投資的経費
19 億 9,734 万円

町債を返納する費用
12 億 1,973 万円

職員給与等にかかる費用
18億 2,824 万円

福祉施策等にかかる費用
6億 4,830 万円

●
令
和
８
年
度

一
般
会
計
予
算

　
特
別
会
計
は
、
特
定
の
事
業
を
行
う
場
合
に
そ
の
経
費

を
明
確
に
す
る
た
め
に
一
般
会
計
と
区
分
し
て
設
け
ら
れ

た
会
計
で
す
。
黒
潮
町
で
は
他
の
会
計
と
重
複
す
る
「
給

与
等
集
中
処
理
特
別
会
計
」
を
除
き
10
の
特
別
会
計
が
あ

り
ま
す
。
そ
の
内
容
は
、①
住
宅
新
築
資
金
2
5
2
万
1

千
円
、②
宮
川
奨
学
資
金
1
0
1
8
万
円
、③
情
報
セ
ン

タ
ー
事
業
１
億
1
3
7
6
万
9
千
円
、④
国
民
健
康
保
険

事
業
16
億
1
5
0
5
万
4
千
円
、⑤
国
民
健
康
保
険
直
診

6
7
8
8
万
6
千
円
、⑥
介
護
保
険
事
業
17
億
6
7
0
7

万
7
千
円
、⑦
介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
2
3
1
9
万
5
千
円
、

⑧
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
事
業
２
億
8
0
1
2
万
4
千
円
、

⑨
水
道
事
業
３
億
8
1
5
万
円
、⑩
集
落
排
水
事
業

4
8
3
7
万
9
千
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

●
令
和
８
年
度
　
特
別
会
計
予
算

歳入 歳出

0

50

100

113
（億円）

対前年度3.0％減 112億9千万円

その他　10.8％

譲与税・交付金　3.8％

地方交付税　36.9％

国庫支出金　15.6％

使用料・手数料　2.7％

分担金・負担金　0.1％

県支出金　6.5％

繰入金　3.3％

町債　12.9％

町税　7.4％

その他　0.4％その他　0.4％

扶助費　5.7％

公債費　10.8％

災害復旧事業費　0.1％

普通建設事業費　17.7％

物件費　20.4％

補助費等　20.7％

繰出金　8.0％

人件費　16.2％
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潮
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潮
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す
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指
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の
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１
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千
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対
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の
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と
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ま
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。

ま
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、
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の
会
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す
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等
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中
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特
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会
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を
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の
特
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会
計
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純
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計
は
1
4
5

億
8
1
1
3
万
円
で
、
２
・
９
％
、
４
億
3
7
8
4
万
円

の
減
額
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
減
額
の
主
な
要
因
は
、
普
通
建
設
事
業
な
ど
の
継
続
事

業
を
中
心
に
全
体
計
画
の
見
直
し
に
よ
る
単
年
度
支
出
を

抑
制
し
、
物
件
費
の
旅
費
や
消
耗
品
費
、
委
託
料
の
再
整

理
に
よ
る
も
の
で
す
。
し
か
し
、
７
年
連
続
で
１
０
０
億

円
を
超
え
る
大
型
予
算
と
な
り
、
将
来
へ
の
財
政
負
担
を

最
小
限
に
す
る
た
め
、
限
ら
れ
た
財
源
を
有
効
に
活
用
し
、

積
極
的
な
事
業
展
開
と
施
策
の
充
実
を
図
る
こ
と
と
、
慎

重
な
財
政
運
営
を
行
う
こ
と
の
バ
ラ
ン
ス
が
重
要
で
す
。

そ
の
た
め
、
実
効
性
の
高
い
政
策
は
継
承
し
な
が
ら
財
政

改
革
を
行
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。
将
来
世
代
へ
負
担
を
残

さ
な
い
た
め
に
も
、
町
と
議
会
が
知
恵
を
絞
り
、
行
政
サ
ー

ビ
ス
の
質
の
向
上
と
住
民
福
祉
の
増
進
に
向
け
た
対
策
に

努
め
ま
す
。

令和８年度　一般会計予算

行政サービスの質の向上と住民福祉の増進を！行政サービスの質の向上と住民福祉の増進を！

事業費用の財源不足を
補うための借入金
14億 5,300 万円

基金の取り崩しや
他会計からの収入
3億 7,076 万円

決まった目的に使うための費用の一部、
または全部を県から交付されるお金

7 億 3,647 万円

決まった目的に使うための
費用の一部、または全部を

国から交付されるお金
17 億 5,870 万円

ふるさと納税寄附金や
その他の収入

12億 1,967 万円

町が提供するサービスに
対する料金等
3億 1,267 万円

事業受益者からの負担金等
876 万円

国・県が徴収し町に
交付される税金
4億 2,627 万円

町民が納める税金
8億 3,371 万円

自治体運営の均衡を保つため、
国から地方へ配分されるお金

41億 7,000 万円

他の特別会計等に繰り出す費用
9億 275 万円

各種負担金や補助金等
23億 3,845 万円

消費的性質の費用
23億 588 万円

災害復旧事業にかかる
投資的経費
1,593 万円

その他の費用 3,339 万円

災害復旧事業費を除く投資的経費
19 億 9,734 万円

町債を返納する費用
12 億 1,973 万円

職員給与等にかかる費用
18億 2,824 万円

福祉施策等にかかる費用
6億 4,830 万円

●
令
和
８
年
度

一
般
会
計
予
算

　
特
別
会
計
は
、
特
定
の
事
業
を
行
う
場
合
に
そ
の
経
費

を
明
確
に
す
る
た
め
に
一
般
会
計
と
区
分
し
て
設
け
ら
れ

た
会
計
で
す
。
黒
潮
町
で
は
他
の
会
計
と
重
複
す
る
「
給

与
等
集
中
処
理
特
別
会
計
」
を
除
き
10
の
特
別
会
計
が
あ

り
ま
す
。
そ
の
内
容
は
、①
住
宅
新
築
資
金
2
5
2
万
1

千
円
、②
宮
川
奨
学
資
金
1
0
1
8
万
円
、③
情
報
セ
ン

タ
ー
事
業
１
億
1
3
7
6
万
9
千
円
、④
国
民
健
康
保
険

事
業
16
億
1
5
0
5
万
4
千
円
、⑤
国
民
健
康
保
険
直
診

6
7
8
8
万
6
千
円
、⑥
介
護
保
険
事
業
17
億
6
7
0
7

万
7
千
円
、⑦
介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
2
3
1
9
万
5
千
円
、

⑧
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
事
業
２
億
8
0
1
2
万
4
千
円
、

⑨
水
道
事
業
３
億
8
1
5
万
円
、⑩
集
落
排
水
事
業

4
8
3
7
万
9
千
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

●
令
和
８
年
度
　
特
別
会
計
予
算

歳入 歳出

0

50

100

113
（億円）

対前年度3.0％減 112億9千万円

その他　10.8％

譲与税・交付金　3.8％

地方交付税　36.9％

国庫支出金　15.6％

使用料・手数料　2.7％

分担金・負担金　0.1％

県支出金　6.5％

繰入金　3.3％

町債　12.9％

町税　7.4％

その他　0.4％その他　0.4％

扶助費　5.7％

公債費　10.8％

災害復旧事業費　0.1％

普通建設事業費　17.7％

物件費　20.4％

補助費等　20.7％

繰出金　8.0％

人件費　16.2％
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一
般
質
問

山本 久夫 議員
やま もと ひさ  お

今後の町政運営

合併の総括と課題は

積極的な財政展開を

合併20周年記念式典（佐賀中学校体育館）

大
西
町
長

●
令
和
８
年
度
黒
潮
町
一
般

会
計
当
初
予
算

■
妊
婦
の
た
め
の
支
給
給
付

交
付
金

４
４
０
万
円

■
こ
う
ち
強
く
し
な
や
か
な

水
田
農
業
づ
く
り
支
援
事
業

費
補
助
金

１
４
０
０
万
円

■
町
衛
生
セ
ン
タ
ー
長
寿
命

化
工
事
費

10
億
２
８
３
７
万
円

■
地
場
産
品
商
社
機
能
拡
充

業
務
委
託
料
　

１
２
５
１
万
円

■
危
険
木
伐
採
等
支
援
事
業

補
助
金

１
０
０
万
円

●
令
和
８
年
度
黒
潮
町
国
民

健
康
保
険
事
業
特
別
会
計
予

算

●
令
和
８
年
度
黒
潮
町
水
道

事
業
会
計
当
初
予
算

上川口浄水場 急速ろ過施設

工事中の衛生センター
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山本 久夫 議員
やま もと ひさ  お

今後の町政運営

合併の総括と課題は

積極的な財政展開を

合併20周年記念式典（佐賀中学校体育館）

大
西
町
長
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商工会横にある人権看板

澳本 哲也 議員
おく もと  てつ  や

岡
本 

教
育
次
長

岡
本 

教
育
次
長

渇水対策

天然のダム創造が必要では

持続可能な森林環境を整備

浅野 修一 議員
あさ  の   しゅういち

国
、
県
へ
の

要
望
活
動
は

政
治
力
も
使
い

な
が
ら
要
望

水道事業

今
西 
海
洋
森
林
課
長

上川口上水道取水施設

大
西 

町
長

河
村 

建
設
課
長

河
村 

建
設
課
長

河
村 

建
設
課
長

2026.5.12026.5.1
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集会所負担率

４千万円までを 10％適用範囲に

地区支援の在り方を協議する

令和10年改築予定の馬地集会所

令和元年移転新築の浮津避難集会所

山本 牧夫 議員
やま もと  まき  お

佐
田 

総
務
課
長

〜

へ
き
地
の
荷
稲
駅

で
特
急
停
車
を

検
討
し
て
頂
く
よ

う
要
望
す
る

くろしお鉄道

住民福祉増進

僻地のデイサービスの在り方は

利用者少なく運営が難しい

野
村 

健
康
福
祉
課
長

矢野 昭三 議員
や　 の   しょうぞう

渡
辺 

企
画
調
整
室
長

デイサービスセンター こぶし(1階)

土佐くろしお鉄道　荷稲駅
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除
却
事
業
の

　
実
績
と
今
後
は

１
３
４
件
の
実
績

次
年
度
６
件
計
上

防災・定住

次
年
度
人
員
確
保

十
分
か

条
件
等
拡
大
し

確
保
に
努
め
る

人材確保
德
廣 

ま
ち
づ
く
り
課
長

４月からは三浦小学校に通う６名の卒園式

保育所再編成

保護者・地域と理念共有で協議を

共通認識のうえ 丁寧に行う

岡
本 

教
育
次
長

今
後
の
対
策
見
通

し
は

ボ
ー
リ
ン
グ
調
査

な
ど
を
実
施
し

町道改良

計
画
策
定
ポ
イ
ン

ト
、
支
援
策
は

町
教
育
軸
を
再
整
理

し
、
確
か
な
成
果
へ

教育への投資

町行政情報

行政情報の更なる発信を

これまでに加え、研究を

町道大井川馬荷線改良現場

矢野 依伸 議員
や   の　  よりのぶ

西
村 

副
町
長

宮
川 

教
育
長

第４期黒潮町教育振興基本計画

德
廣 

ま
ち
づ
く
り
課
長

西
村 
副
町
長
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福祉行政

住み慣れた地域で暮らしたい

住民の描く暮らし実現に力を注ぐ

大
西 

町
長

命
を
守
る
セ
ー
フ

テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト
で
は

憲
法
で
定
め
ら
れ
た

国
民
の
権
利

生活保護制度

宮地 葉子 議員
みや   ぢ　 よう  こ

住
民
が
楽
し
く
つ
ど
う

「
あ
っ
た
か
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
」の
一
コ
マ

野
村 

健
康
福
祉
課
長

野
村 
健
康
福
祉
課
長

大
西 

町
長

デイサービスセンターが入る黒潮町保健福祉支援センターこぶし

水野 佐知 議員
みず  の      さ   ち

介護保険制度

デイ撤退と今後の体制は

次期計画で持続可能な体制へ

耐
震
診
断
の
対
象

拡
大
は

旧
基
準
４
割
の
対

策
を
優
先

耐震診断

野
村 

健
康
福
祉
課
長

野
村 

健
康
福
祉
課
長

野
村 

健
康
福
祉
課
長
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T
N
R
活
動
へ
の

　
　
町
の
対
応
は

団
体
枠
を
拡
充

地域猫活動

青木 浩明 議員
あお  き    ひろあき

デイサービス事業

こ
ぶ
し
の
閉
鎖
後
の
対
応
は

あ
っ
た
か
こ
ぶ
し
の

　
　
　
　
　
　
機
能
拡
充
な
ど
で

捕獲した猫の体重測定 手術を行う動物病院カー

野
村 

健
康
福
祉
課
長

宮
川 

環
境
政
策
室
長

脱炭素社会

採択の計画と進捗状況は

現在まで多面的に進行中

宮川 德光 議員
みや がわ  のりみつ

令和７年度の太陽光
　発電設備導入箇所より
・佐賀避難タワー
・ジーンズ工房
　　　
・野立型１
　
・野立型２

宮
川 

環
境
政
策
室
長

宮
川 

環
境
政
策
室
長

宮
川 

環
境
政
策
室
長
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合併20周年を迎え

合併20年の成果と課題は

更に政策の適格性とスピードを

小松 孝年 議員
こ  まつ　たかとし

ス
ポ
ー
ツ
ツ
ー
リ
ズ

ム
の
位
置
付
け
は

町
の
賑
わ
い
づ
く
り

に
寄
与
し
て
い
る

交流人口

秋
森 

産
業
推
進
室
長

大
西 

町
長

大
西 

町
長

閉町の碑

ラインメール青森のサッカー教室

閉町の碑

黒潮町合併20周年記念式典

田ノ口小学校休校記念式典

挨拶を行う中島議長式辞を述べる大西町長

佐賀中学校生によるアトラクション町政功労者表彰

式辞を述べる矢野実行委員長休校記念式典の様子

休校への思いを発表する3名の卒業生来賓挨拶を行う中島議長
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議
会
広
報
常
任
委
員
会

　
例
年
、
３
月
議
会
は
補
正
予
算
や
当

初
予
算
、
４
月
か
ら
施
行
さ
れ
る
条
例

の
制
定
や
一
部
改
正
な
ど
で
提
出
さ
れ

る
議
案
の
多
い
議
会
で
す
。
総
務
教

育
、
産
業
建
設
厚
生
の
常
任
委
員
会
に

分
か
れ
て
審
査
を
行
い
、
全
41
議
案
に

つ
い
て
全
会
一
致
で
可
決
・
承
認
・
同

意
し
ま
し
た
。

　
３
月
議
会
終
了
後
、
議
員
と
し
て
黒

潮
町
合
併
20
周
年
記
念
式
典
や
田
ノ
口

小
学
校
休
校
記
念
式
典
に
出
席
し
ま
し

た
。
合
併
20
周
年
記
念
式
典
で
は
、
黒

潮
町
20
年
の
歩
み
を
記
し
た
Ｄ
Ｖ
Ｄ
上

映
や
、
町
政
発
展
に
功
績
の
あ
っ
た

方
々
に
感
謝
状
が
贈
ら
れ
、
佐
賀
中
学

校
の
生
徒
に
よ
る
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
田
ノ
口
小
学

校
の
休
校
記
念
式
典
で
は
、
３
名
の
卒

業
生
か
ら
休
校
に
対
し
て
の
思
い
が
述

べ
ら
れ
ま
し
た
。
私
も
３
年
前
に
同
様

の
式
典
に
携
わ
っ
た
一
人
と
し
て
、
休

校
は
寂
し
い
け
れ
ど
新
た
な
歴
史
の
ス

タ
ー
ト
で
あ
り
、
休
校
後
も
続
く
地
域

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
重
要
性
を
改
め
て

感
じ
た
こ
と
で
し
た
。
（
青
木
　
浩
明
） 

令和８年１月臨時会

令和８年３月定例会

議会だより議会だより No.No. 8080

■発行人　高知県黒潮町議会　　　　　　　　　■発行日　令和８年５月１日
■編　集　黒潮町議会広報常任委員会
■住　所　高知県幡多郡黒潮町入野 5893　TEL（0880）43-2111（代）・（0880）43-2831（直）

　去る２月10日、早期の延伸が望まれる高規格道路（窪川佐賀道路）の視察を行いまし

た。当日は役場まちづくり課と建設課の担当職員も参加し、中村河川国道事務所や工事

業者の方から説明を受けながら、黒潮拳ノ川ＩＣから黒潮佐賀ＩＣまでの事業中区間６.

２㎞を視察しました。

　国道56号線から離れた山間部での工事が多いため普段は進捗がわかりづらいですが、

工事は着実に進んでおり、一日も早い供用開始が望まれます。

町道を跨ぐ小黒川大橋（仮称） 黒潮拳ノ川IC付近

舗装前の不破原トンネル（仮称）内を走行 黒潮佐賀IC付近

ソフトボールの練習後に満開の桜を見る黒潮スポーツ少年団の子どもたち（休校中の伊与喜小学校）

２P２P
４P４P
５P５P
７P７P
１９P１９P
裏表紙裏表紙


